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ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

 

［
東
信
署
］
通
称
「
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
」
は
東

信
、
南
信
、
中
信
署
に
ま
た
が
っ
て
指
定
さ
れ

て
い
る
「
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
」
の
蓼

科
山
か
ら
美
ヶ
原
高
原
ま
で
の
北
半
分
を
、
標

高
一
、六
〇
〇
か
ら
二
、〇
〇
〇
㍍
の
高
原
地
帯

を
縫
う
よ
う
に
縦
断
で
き
る
全
長
七
六
㌔
㍍
の

自
動
車
道
で
す
。

　

こ
の
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
沿
い
に
は
、
宿
泊
施

設
が
集
中
し
て
い
る
「
白
樺
湖
高
原
」
が
あ
り
、

夏
は
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
冬
は
ス
キ
ー
が
楽
し

め
ま
す
。「
車
山
」
で
は
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
滑

空
が
見
ら
れ
ま
す
。「
霧
ヶ
峰
」
に
は
、
高
層

湿
原
の
「
八
島
が
原
湿
原
」
そ
し
て
、「
美
ヶ

原
高
原
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
美
ヶ
原
高
原
は
、
台
地
状
の
地
形
で
あ

る
た
め
、
周
囲
三
六
〇
度
が
見
渡
せ
穂
高
連
峰

か
ら
八
ヶ
岳
、
浅
間
山
ま
で
眺
望
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
約
三
〇
〇
㌶
の
牧
場
が
放
牧
共
用
林

野
と
し
て
美
ヶ
原
牧
場
畜
産
組
合
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
は
野
外
美
術
館
、
宿
泊
施
設

も
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
沿
い
は
、
草
刈
場

で
あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
原
野
で
、

六
月
中
旬
頃
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
七

月
中
旬
頃
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
八

月
は
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
・
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
・

ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど
の
高
山
植
物
が
一
面

に
見
渡
せ
る
光
景
は
感
動
も
の
で
、
四

季
を
通
じ
て
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

近
年
、
こ
の
原
野
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

群
れ
で
植
物
を
食
べ
に
来
て
お
り
、
特

に
美
ヶ
原
牧
場
に
は
、
百
頭
以
上
の
群

れ
が
夕
方
現
れ
、
人
間
が
近
づ
く
と
息

を
吐
き
威
嚇
し
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
か
ら
「
野
生
鳥
獣
と
の
共
存

に
向
け
た
生
息
環
境
等
整
備
モ
デ
ル
事

業
」
に
よ
り
県
・
地
元
市
町

と
連
携
し
て
調
査
・
対
策
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

◇ 

自
動
車
に
よ
り
、
一
例
と

し
て
中
央
道
諏
訪
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
五
〇

分
、
上
信
越
道
佐
久
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
六
〇

分
で
す
が
、
松
本
市
、
茅

野
市
、
立
科
町
、
上
田
市
、

長
和
町
と
ど
こ
か
ら
で
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

美ヶ原高原美術館の野外展示物

ニホンジカが現れる美ヶ原牧場

群生しているヤナギラン


